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（４）スタッフにおける対策について
３章 夏季のイベントにおける熱中症対策

（４） スタッフにおける対策について
   熱中症は、参加者だけでなくイベントのスタッフも発症する場合があります。仕事に従事していると、参加者よ

りも厳しい暑熱環境で、自由に移動できず、休憩も取れず、助けを呼べない場合があり、リスクが高まります。 参

加者に行う対策に加えて実施すべき取組を以下に示します。詳しい情報は、厚生労働省ホームページ：職場にお

ける熱中症予防対策（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html）を参照

してください。

スタッフ向けの対策（例）
　［前日までに］

　① スタッフに健康診断を受診させ、その結果は守秘義務をかけて整理して保存する。

　② 健康診断の結果、異常所見があると診断されたスタッフはもちろん、糖尿病や内服中の持病があるスタッ

フについても、産業医や主治医に就業に関する意見を求める。

　③ イベントの1週間前くらいからスタッフに汗をかく程度の活動で計画的に暑さに慣れさせる。

　④ 梅雨明け前までにすべてのスタッフに熱中症の予防、熱中症の初期症状、早期発見、初期対応、救急処 

置に関する教育を行う。

　［当日］

　⑤ 屋外での仕事はなるべく風通しの良い日陰で行わせる。

　⑥ 発熱体のある場所には空調やスポットクーラー等で冷風を供給する。

　⑦ 屋外で働くスタッフには、空調の効いた休憩場所を設置し、スポーツ飲料を無料で提供する。

　⑧ 特に暑熱な場所での仕事はなるべく短時間で交代させて、涼しい場所で休憩させる。

　⑨ 特に暑熱な作業を行うスタッフには送風や冷却を行う保護具を使用させる。

　⑩ スタッフの制服や帽子等は、光反射性、通気性、透湿性のよいものを選定する。

　⑪ 毎日の仕事前に体調を確認し、前日の飲酒等による脱水状態、欠食、睡眠不足、体調不良があれば暑熱 

作業から外す。

　⑫ 熱中症の発生を想定して体温計や血圧計を準備し、救急搬送できる医療機関に受入を要請し所在地や連 

絡先を把握しておく。

　⑬ 暑さ指数（WBGT）の予報、気象予報を周知徹底する。

　⑭ 定期的に巡視を行い、スタッフの健康状態や、定期的に水分と塩分を摂っているかを確認する。
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アトランタオリンピックでの
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　1996年のアトランタオリンピックでは、米CDC (The Centers for Disease Control and Prevention) 

が医療調査システムを運用し、救護者等の情報を報告しています（注8）。報告によると、大会準備期間

から終了（1996年7月6日から8月4日）までの期間で、会場に設置された医療施設を訪れた選手、役

員、観客等は10,715人（このうち、選手1,804人、ボランティア3,280人、観客3,482人）で、うち

432人が病院へ搬送され、271人が救急処置を受けました。選手ではケガによる受診が51.9%（ボ

ランティア38.8%、観客30%）でしたが、観客では21.6%が熱中症による受診（選手では5.3%、ボラ

ンティアでは5.7%）でした。また、会場別の救護所受診者リストの統計によると、救護所の受診者

は1万人当たり22.9人（18.4～130人）、医療処置を受けた人は1万人当たり4.2人（1.6～30.1人）

でした。

(注8) Scott F. Wetterhall, et al. for the Centers for Disease Control and Prevention Olympic Surveilance Unit, Journal of American Medical Association, vol 279(18), 
1463-1468, 1998
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熱波とマスギャザリングイベントコラム

　英健康局が作成している [Heatwave Plan for England] では人が多く集まるイベント [Mass 

Gathering Event] における暑さ対策として以下の事項を挙げています。

１．暑さへの暴露を減らす

・イベント会場に傘・テントなどで日陰のエリアを提供する

・十分な入口数とスタッフ配置で待機列を減らす

・水のスプレーやミストエリアを提供する

・一時休止できるエリアを確保し、その場所を案内する

・激しい運動については、涼しい日、涼しい時間に変更することを

　検討する

２．情報提供

・旅行者へのアドバイスをホテル、両替所、ハブとなる駅で配布する

・暑さ対策（熱中症対策、救急電話番号）を記載したうちわや帽子を無償配布する

・会場のスクリーンやアナウンスで、熱中症の危険性や対策を伝える

３．飲料水の確保

・十分な水を提供できるか確認する（暑い日には飲料の無償配布が望ましい）

・自動販売機の増設

４．熱波が予想されるとき

・開催日、開催場所の変更、イベントの中止を検討する(暑さに対する警報が出ているとき)

・救護所の設置と救急処置の準備

５．熱中症への備え

・ぜんそく、心臓病、慢性病を持つ方は暑さに弱いことを認識する

・アルコ－ルやある種類の薬は熱に対して悪影響を及ぼすことを認識する

・熱中症患者が発生した場合に適切に対応できるようスタッフを教育する

https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uplo
ads/attachment_data/file/711503/Heatwave_plan_for_England_2018.pdf
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　成田国際空港・東京国際空港の出発便カウンター

等で外国人旅行者に（2016年8月2～4日）、関東周

辺に在住の留学生に（2016年10月）アンケートを

実施し643名の回答を得ました。

　

〇 どこで暑く感じたか？

　暑さを感じた場所として、複数回答可としたところ

（図3-11）、路上を含む屋外との回答が半数以上で

した。次いで「駅」が多く、駅のプラットホームなど、空

調での調整が困難な場合が多いためと思われます。

〇 暑さへの対応

　暑さを感じたときには、飲料摂取、エアコンの利用

が多く、対策グッズの利用がそれらに続きました（図

3-12）。　対策グッズとしては、うちわ/扇子、帽子が

比較的多くありました（図3-13）。

　飲料水の確保については、自販機の利用、店舗での入手がほぼ半分ずつでした（図3-14）。暑さへの

対応については、暑くなった際に一時休憩できるコンビニエンスストアや店舗などが多くあり、また、飲

料も自販機やコンビニエンスストアで容易に手に入るので、暑さに十分対処できたとの回答が多く、イ

ベント会場周辺での同種施設が有効と考えられます。 

外国人旅行者アンケートから見た、
夏の暑さ・熱中症への対処
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図3-12  暑さへの対応

図3-13  暑さ対策グッズの利用 図3-14  飲料の確保の経験
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